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人間が何もしなくても全自動でイチ
ゴの収穫をしてくれる―そんな便利な
ロボットが開発されています。生物系特
定産業技術研究支援センターとエスアイ
精工株式会社、そして京都大学農産加工
学研究室が共同で研究・開発を行ってお
り、実験風景はYouTubeの京大チャンネ
ル「京大オープンコースウェア」でも公
開されています。

もっと詳しく知りたい方は
京都大学農産加工学研究室

http://www.aptech.kais.kyoto-u.ac.jp/

イチゴ収穫ロボット　実験風景
http://www.youtube.com/watch?
 v=HkthZNSP2jA

―イチゴ収穫ロボットのプロジェク
トが立ち上がった理由は？

イチゴは価格が暴落しにくい・需要が
安定している・収穫量が大幅に減少しな

いという特徴があり、農家は安定した収
入が見込めます。ロボット製作という観
点から見ても、イチゴは果実が小さいた
めより少ない力で収穫できる・成熟した
果実が他の作物に比べて見分けやすいと
いった利点があります。またイチゴ収穫
ロボットの仕組みを応用して、トマトと
アスパラガスの収穫ロボットも研究して
います。

―研究にあたって苦労したことは？

「多様性への対応」ですね。野菜も果
物も一つ一つが微妙に違いますから。画
像処理に関しては、いくらイチゴが他よ
り見分けやすいとは言っても、熟した果
実を正確に見分けるようにするのは大変
でした。

研究に携わっておられる、農産加工学
研究室の椎

し い ぎ と も お

木友朗さんにお話を伺いまし
た。
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イチゴを収穫する際には、デリケート
な果実を傷つけないために、果実を直接
挟まない・バキュームで果実を動かない
ようにして振動を与えないなどといった
工夫が施されています。またこのロボッ
トは、収穫の精度を向上させるために日
光の影響を受けない夜間に動く仕組みに
なっています。

イチゴ以外でも、成熟すると色が変わ
る作物ならプログラムを書き換えるだけ
で収穫できます。また、色が変わらない
キュウリなどの作物でも、近赤外線を使
うことで水分量を見分けることができま
す。プログラムの組み方によっては、大
きさの選別を行うこともできるようにな
ります。

①５台の白色LEDでイチゴを
照らし３台のカラーカメラ
で成熟を判断する

②熟したイチゴをバキューム
で手前に引き寄せ、動かな
いようにする

③エンドエフェクタと呼ばれ
るハサミでイチゴの茎（果

か

柄
へい

）を挟んで切る

イチゴ収穫ロボットの作業工程

―今後の目標は？

やはり実用化ですね。「収穫ロボット」
というものはまだ１台も実用化されてい
ないんですが、実用化に一番近いのがイ
チゴ収穫ロボットだと言われています。
「スピード」と「多様性への対応」をな
んとかすることが実用化への鍵となって
きますね。
 ―ありがとうございました。

収穫ロボッ
トを追え！ 動画投稿サイト「YouTube」

でも紹介されているイチゴ収
穫ロボットについて、その実
態を取材しました。 （MI-KO）

イチコ

五月病はもう治ってるはず。 （理・２　aoi）
⇒じゃあ六月病の季節ですね★ （７月も楽しみ；編）


